
第207号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、
質
疑
し
ま
し
た

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和６年８月15日

（お知らせ）次の議会だよりは、11月15日（金）発行予定です
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民

主

党
津
久
井
　
清
氏

公

明

党
鈴
木
　
哲
也

○
議
案
第
１
号

問　

交
差
点
改
良
事
業
の
北
初
富

交
差
点
に
つ
い
て
、
補
正
予
算
に

計
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
と

改
良
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺

い
ま
す
。

答　

北
初
富
交
差
点
は
、
新
京
成

線
連
続
立
体
交
差
事
業
に
伴
い
、

平
成
25
年
７
月
に
一
時
的
な
移
設

を
行
っ
た
後
、
新
京
成
線
の
高
架

化
が
完
了
し
、
令
和
５
年
12
月
に

従
前
の
位
置
へ
復
旧
が
完
了
し
ま

し
た
が
、
当
該
交
差
点
は
、
歩
行

者
空
間
が
狭
く
危
険
で
あ
る
こ
と
、

渋
滞
の
悪
化
な
ど
、
多
く
の
意
見

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
差
点
改
良

を
検
討
す
る
た
め
に
、
交
通
量
調

査
、
測
量
、
設
計
業
務
等
の
必
要

な
費
用
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
初

め
に
交
通
量
調
査
や
測
量
設
計
業

務
を
行
い
、
国
道
464
号
の
管
理
者

で
あ
る
千
葉
県
東
葛
飾
土
木
事
務

所
や
千
葉
県
公
安
委
員
会
な
ど
の

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、
早
期

に
事
業
化
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問　

図
書
館
改
修
事
業
に
つ
い
て

ト
イ
レ
等
改
修
工
事
の
概
要
と
図

書
館
の
休
館
中
に
お
け
る
利
用
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

ト
イ
レ
等
改
修
工
事
の
概
要

は
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
手
す
り

な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整
備

及
び
排
水
管
、
内
装
等
の
改
修
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
は
外

壁
、
屋
上
防
水
、
館
内
建
具
及
び

Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
を
改
修
す
る
工
事
を
予

定
し
て
お
り
、
令
和
７
年
４
月
か

ら
12
月
ま
で
の
約
９
か
月
間
の
休

館
が
必
要
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
ト

○
議
案
第
１
号

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
、
接
種
対
象
者
と
な
る
内
部
疾

患
を
有
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
所
持
者
等
約
３
万
３
千
人
の
う

ち
１
万
７
千
人
が
接
種
す
る
と
見

込
ん
だ
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
令
和
５
年
度
ま
で

は
特
例
臨
時
接
種
と
し
て
、
全
額

国
費
、
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
予
防

接
種
法
上
の
Ｂ
類
疾
病
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
と
同
様
の
定
期
接
種
へ
移

行
し
ま
し
た
。
国
の
予
防
接
種
に

関
す
る
費
用
負
担
の
考
え
方
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
な

ど
の
Ｂ
類
疾
病
の
場
合
、
低
所
得

者
に
は
接
種
費
用
を
無
料
と
し
て

普
通
交
付
税
措
置
す
る
こ
と
と
し

低
所
得
者
以
外
に
は
自
己
負
担
の

徴
収
を
認
め
、
そ
の
額
は
各
自
治

体
が
決
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
接
種
費
用

の
見
込
額
１
万
５
千
300
円
の
う
ち

８
千
300
円
が
国
か
ら
助
成
さ
れ
る

た
め
、
残
り
の
７
千
円
の
３
割
と

な
る
２
千
100
円
を
自
己
負
担
額
に

決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
令
和
６
年
４
月
末
時
点

の
調
査
で
は
、
鎌
ケ
谷
市
を
除
く

近
隣
10
市
の
自
己
負
担
額
の
平
均

は
約
２
千
300
円
で
し
た
。

　

接
種
見
込
者
数
の
根
拠
は
、
接

種
対
象
と
な
る
65
歳
以
上
の
者
を

約
３
万
２
千
500
人
、
60
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
機

能
な
ど
の
内
部
疾
患
を
有
す
る
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
所
持
者
を
約

500
人
、
合
計
約
３
万
３
千
人
を
対

象
に
、
接
種
率
約
50
％
で
算
出
し

た
１
万
７
千
人
分
を
予
算
に
計
上

イ
レ
改
修
工
事
も
４
か
月
間
程
度

の
休
館
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

外
壁
等
改
修
と
ト
イ
レ
改
修
を
同

時
期
に
施
工
す
る
こ
と
で
休
館
期

間
の
削
減
を
図
る
た
め
、
今
回
、

実
施
設
計
の
経
費
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
休
館
中
の
利
用
者
へ
の

対
応
で
す
が
、
図
書
館
で
の
閲
覧

や
学
習
等
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
基

本
的
に
館
内
１
階
の
窓
口
は
安
全

対
策
を
講
じ
た
上
で
開
設
す
る
予

定
と
し
、
図
書
の
受
渡
し
な
ど
を

行
う
ほ
か
、
図
書
館
へ
の
電
話
、

館
内
の
検
索
機
、
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
資
料
検
索
に
よ
る
本

の
予
約
や
配
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
も

継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
休
館
中
の
イ
ベ
ン
ト
は

中
止
と
な
り
ま
す
が
、
他
施
設
で

可
能
な
代
替
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
図
書
館
３
階
の
学

習
等
供
用
施
設
に
あ
る
学
習
ス
ペ

ー
ス
は
、
他
の
施
設
で
の
代
替
場

所
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

○
議
案
第
２
号

問　

新
鎌
ケ
谷
・
北
初
富
地
区
自

転
車
歩
行
者
専
用
道
路
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
入

札
の
状
況
と
今
後
の
工
事
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

答　

入
札
の
状
況
は
、
制
限
付
一

般
競
争
入
札
と
し
て
令
和
６
年
４

月
16
日
に
公
告
を
行
い
、
６
者
か

ら
の
参
加
申
請
及
び
応
札
が
あ
り

ま
し
た
。
開
札
で
は
、
６
者
全
て

が
最
低
制
限
価
格
と
同
額
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
電
子
く
じ
の
結
果
、

鎌
形
建
設
株
式
会
社
を
落
札
者
と

し
、
仮
契
約
の
締
結
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
７

月
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
令
和
７

札
へ
の
基
本
的
要
件
を
満
た
す
不

特
定
多
数
の
業
者
が
参
加
で
き
る

入
札
方
式
で
あ
り
、
入
札
情
報
を

公
告
し
て
入
札
参
加
申
込
者
を
募

り
、
参
加
者
同
士
の
競
争
に
よ
り

落
札
者
を
決
め
る
方
式
で
す
。
こ

の
一
般
競
争
入
札
の
う
ち
、
参
加

資
格
に
工
事
の
実
績
や
経
営
規
模

な
ど
加
重
的
資
格
を
設
定
し
た
も

万
５
千
円
は
、
委
託
料
を
支
払
う

際
の
予
診
票
の
内
容
な
ど
を
点
検

す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
度
ま
で
の
特

例
臨
時
接
種
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
等
事
務
委
託
と
し
て
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
及
び
集
団
接
種
会
場
の

運
営
業
務
を
計
上
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
に
特
化
し
た
外
部
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
集
団
接
種
は
実

施
し
な
い
た
め
、
予
算
計
上
し
て

い
ま
せ
ん
。

問　

交
差
点
改
良
事
業
に
つ
い
て

現
在
の
北
初
富
交
差
点
の
課
題
が

顕
在
化
と
説
明
し
て
い
る
が
、
何

を
指
し
、
そ
れ
は
工
事
着
手
前
に

予
見
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
、

早
急
な
対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が

い
つ
ま
で
に
予
備
設
計
を
完
了
さ

せ
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

答　

北
初
富
駅
前
の
交
差
点
は
、

新
京
成
線
連
続
立
体
交
差
事
業
に

伴
い
、
一
時
的
に
移
設
し
た
交
差

点
を
令
和
５
年
12
月
に
従
前
の
位

○
議
案
第
１
号

問　

新
京
成
線
連
続
立
体
交
差
事

業
に
つ
い
て
、
整
備
の
概
要
と
補

正
予
算
計
上
と
な
っ
た
理
由
を
伺

い
ま
す
。

答　

初
富
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
通
路

と
し
て
駅
南
側
に
隣
接
し
、
東
西

を
結
ぶ
暫
定
通
路
に
つ
い
て
、
駅

利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
歩

行
者
と
自
転
車
の
通
行
帯
を
分
離

す
る
施
設
や
排
水
施
設
な
ど
が
必

要
と
な
り
設
置
す
る
も
の
で
、
今

回
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
新
京
成

線
連
続
立
体
交
差
事
業
に
よ
り
千

葉
県
が
整
備
を
行
っ
て
い
る
初
富

駅
西
側
の
関
連
側
道
が
完
成
し
、

初
富
駅
の
東
西
及
び
南
北
方
向
の

連
絡
が
強
化
さ
れ
、
駅
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
な
ど
の
利
便
性
が
向
上
し

ま
す
。

問　

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
来
年
度
の
機
器

の
入
替
え
に
当
た
り
、
補
助
金
を

受
け
る
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
診
断

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
も
定
期
的
に
実
施
が
必
要
に

○
議
案
第
１
号

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
過
去

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
委
託
で
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
人
数
の
水
増
し
や
、

様
々
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
な

ど
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
回
の
支
出

内
容
を
伺
い
ま
す
。

の
が
制
限
付
一
般
競
争
入
札
に
な

り
ま
す
が
、
本
市
の
制
限
内
容
は

千
葉
県
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
を

有
す
る
こ
と
、
経
営
事
項
審
査
で

総
合
評
定
値
が
基
準
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
、
該
当
す
る
工
種
で
官

公
庁
が
発
注
し
た
工
事
を
元
請
と

し
た
施
工
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

置
へ
復
旧
す
る
に
際
し
、
復
旧
後

の
歩
行
者
空
間
が
狭
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
限
ら
れ
た
用
地
の
中
で
歩

道
整
備
や
安
全
施
設
の
設
置
を
行

う
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
が
、
必
要
な
歩
行
者
空
間
の
確

保
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
交
通

渋
滞
が
悪
化
し
た
こ
と
な
ど
の
課

題
が
顕
在
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
速
や
か
に
設
計
業
務

を
発
注
し
、
年
度
内
の
完
了
を
目

指
し
て
い
く
と
と
も
に
国
道
464
号

の
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
東
葛
飾

土
木
事
務
所
や
千
葉
県
公
安
委
員

会
な
ど
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進

め
、
早
期
に
事
業
化
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

な
る
の
か
、
ま
た
、
実
施
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

答　

小
中
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
は
、
児
童
生
徒
用
学

習
用
端
末
を
更
新
す
る
に
あ
た
り

国
庫
補
助
を
受
け
る
た
め
の
要
件

と
な
り
ま
す
が
、
専
門
家
に
よ
る

も
の
は
端
末
整
備
後
初
め
て
と
な

り
ま
す
。
今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
に
よ
り
、

通
信
状
況
に
支
障
が
あ
る
場
合
は

通
信
環
境
の
改
善
対
策
を
講
じ
る

予
定
で
す
が
、
そ
の
後
の
使
用
状

況
の
変
化
等
に
よ
り
再
度
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要
な

場
合
は
、
状
況
に
応
じ
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
事
業
者
を
選
定
の
上
、
12
月

末
ま
で
に
全
小
中
学
校
を
対
象
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
診
断
結
果
に

よ
り
、
問
題
が
生
じ
て
い
る
学
校

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
回
線
の
増

設
な
ど
、
改
善
対
策
を
講
じ
る
予

定
で
す
。

答　

主
な
支
出
内
容
に
つ
い
て
、

本
補
正
予
算
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
２
億

２
千
440
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
委
託
料
は
国
か
ら
示
さ
れ
た

委
託
単
価
に
基
づ
き
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
実
施
し
た
個
別
医
療
機
関

へ
支
払
う
委
託
料
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
予
診
票
点
検
業
務
委
託
93

年
３
月
の
竣
工
、
令
和
７
年
度
の

供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

未

来

会

議
德

野
　
　

涼

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

議案第１号 令和６年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致

議案第２号 新鎌ケ谷・北初富地区自転車歩行者専用道路整備工事請
負契約の締結について 同　　意 全会一致

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　　任 全会一致

発議案第１号 地方自治法の一部を改正する法律案に反対する意見書 否　　決 賛成少数

発議案第２号 国の補充的な指示の制度化についての意見書 原案可決 賛成多数

発議案第３号 パレスチナ自治区ガザ地区における平和の早期実現を求
める意見書 原案可決 全会一致

陳情６－６－１ 政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情 不 採 択 賛成少数

陳情６－６－２ ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求す
る意見書の提出を求める陳情 採　　択 全会一致

※ 審議の詳細な内容については、９月上旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧
ください。

令和６年６月会議の審議結果一覧

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
接
種
率
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
過

去
３
年
間
の
実
績
を
参
考
に
し
て

い
ま
す
。

問　

流
域
環
境
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
準
用
河
川
二
和
川
及
び
貝
柄

山
貯
留
池
の
復
旧
工
事
等
の
概
要

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い

ま
す
。

答　

工
事
の
概
要
は
、
準
用
河
川

二
和
川
で
鋼
矢
板
の
護
岸
部
分
の

一
部
に
お
い
て
、
経
年
劣
化
に
よ

り
腐
食
が
発
生
し
、
隙
間
が
空
い

て
し
ま
っ
た
部
分
か
ら
土
砂
が
流

出
し
、
沈
下
が
発
生
し
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
隣
接
地

側
の
鋼
矢
板
の
背
面
に
セ
メ
ン
ト

系
の
固
化
材
を
充
填
し
て
鋼
矢
板

を
強
化
し
、
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ

復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
貝
柄
山
貯
留
池
は
施
設

の
一
部
が
の
り
面
ブ
ロ
ッ
ク
構
造

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
部
分

で
陥
没
が
発
生
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
の
り
面
上
部
の
隙
間
か

ら
雨
水
が
流
れ
込
ん
だ
影
響
で
、

の
り
面
裏
側
の
土
砂
が
徐
々
に
抜

け
落
ち
発
生
し
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
復
旧
工
事
で
は
、

空
洞
と
な
っ
た
部
分
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
充
填
し
た
後
、
新
た
な
の

り
面
を
成
形
し
、
の
り
面
陥
没
の

要
因
と
な
る
雑
木
の
伐
採
等
も
併

せ
て
行
い
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
現

在
両
方
の
施
設
で
は
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
覆
う
な
ど
の
応
急
的
対
策
に

よ
り
、
土
砂
の
流
出
は
収
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
早
期
の
復
旧
を
目
指

し
ま
す
。

○
議
案
第
２
号

問　

制
限
付
一
般
競
争
入
札
の
制

限
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答　

一
般
競
争
入
札
は
、
本
市
の

登
録
業
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
入


